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１．はじめに  

 

１－１．概要  

 

本資料は GitHub*1 を利用し Cesium（セシウム）を試用するための手順をまとめた研修用マニュアルで

す。 

資料作成にあたり、下記サイトを参考にしています。 

・GIS 実習オープン教材：Cesium 入門 

https://gis-oer.github.io/gitbook/book/materials/web_gis/Cesium/Cesium.html 

Cesium は、3D 地理空間アプリケーションを作成するためのオープンプラットフォームです。Web ブラ

ウザ上で動かせる精巧なバーチャル地球儀であり、3D Tiles*2 や KML*3 ファイル等様々な情報を可視化

することができ、空間情報の分析等のプラットフォームとして広く利用されています。 

 

[用語解説] 

本資料では聞きなれない用語が登場します。特に GitHub を操作する際に登場しますので、代表的な用

語解説を下記に記します。 

 

 

 

  

＊ 説明

1 ギットハブ GitHub
プログラムコードやデザインデータを保存・公開できるソースコード管理サービスのこと。ソフトウェア開

発のプラットフォーム。世界中の人々に利用されている。

2 3D Tiles 3D Tiles
写真測量、3D建物、BIM/CAD、インスタンス化されたフィーチャ、点群などの大規模なの 3D 地

理空間コンテンツをストリーミングおよびレンダリングするために設計されたファイル形式のこと。

3 KML KML

3次元の地理空間情報を作成、表示する際に用いられるXML形式で記述されたファイルのこと。

拡張子は“.kml”。

KMLデータとそれに関連するファイルをZIP形式で一つに圧縮された".kmz"というファイルもある。

4 リポジトリ repository

プログラムやデータファイル、設定情報、変更履歴情報などを保存する場所（フォルダ）のこと。

リポジトリには、『ローカルリポジトリ』 と 『リモートリポジトリ』があり、追加・変更・削除によるデータ

の差分の管理にも利用される。

・ローカルリポジトリ：PC上の保存フォルダのこと。

・リモートリポジトリ：Web上の保存場所（本研修ではGitHub内の保存場所）のこと。

5 クローン clone 他人もしくは、自分のリモートリポジトリを複製して、ローカルリポジトリにコピーすること。

6 コミット commit ファイルの変更履歴をまとめて記録すること。

7 ブランチ branch

プロジェクトを分割したもの、branchをつくることで複数人による同時編集を効率化する。

本書に登場する『Publish branch』とは、ローカルリポジトリで新規に追加したファイル等をリモート

リポジトリ（リモートのプロジェクト）に追加する意味となる。

8 プッシュ push ローカルリポジトリの編集をリモートリポジトリに反映させること。

用語
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１－３．Cesium の試用するためのフロー  

 

本資料で紹介する手順のフローは下図の通りです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．環境づくりのフロー 

１－４．注意事項  

 

本研修では Web ブラウザ上で Cesium を試用するために、必要なデータをインターネット上にアップロ

ードします。 

従って、アップロードされたデータは誰でも閲覧やダウンロードができる状態となります。 

 

研修後、各々で準備するデータを用いて Cesium を試用する場合、非公開データを避け、一般公開されて

いるデータを用いて試用してください。 

 

なお、研修で利用するサンプルデータは一般公開されているデータを用いています。 

 

  

２．GitHub Desktopのインストール
および GitHubアカウントとの連携

１．GitHubアカウントの作成

７．GitHub Desktop経由でデータアップロード

８．ブラウザ上でCesiumを利用したデータを確認

６．表示したいデータの準備
例）PLATEAU（3D Tiles）、KMLデータなど

３．リポジトリの作成

４．Cesiumの導入

５．閲覧用Webサイトの設定
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② GitHub Desktop をインストールします。 

 

［Windows の場合］ 

 

１）ダウンロードしたファイルをダブルクリ

ックし、インストールを進めます。 

 

 

 

 

 

２）インストールが完了すると、 

「Welcome to GitHub Desktop」 

の画面が表示されます。 
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２－８．ブラウザ上で Cesium を利用したデータを確認する  

 

ブラウザ上の Cesium を利用して GitHub Desktop でアップロードしたデータを確認します。 

その手順は以下の通りです。 

 

【ご留意ください】 

前項において、「大量のデータ」や「ファイルサイズが大きいファイル」をアップロードした場合、

Cesium に反映されるまで、数分～数十分の時間がかかります。 

 

 

① Web ブラウザを立ち上げます。 

 

 

② 作成したリポジトリにあわせて、アップロードした html を示す URL にアクセスします。 

 

［本研修で用意したデータを閲覧する URL］ 

『長野県茅野市』 

（１）3D Tiles データを追加したもの 

https://（ユーザー名）.github.io/（リポジトリ名）/Apps/chino_3dtiles.html 

（２）KML データを追加したもの 

https://（ユーザー名）.github.io/（リポジトリ名）/Apps/chino_kml.html 

（３）3D Tiles データおよび KML データを追加したもの 

https://（ユーザー名）.github.io/（リポジトリ名）/Apps/chino.html 

『東京都江東区』 

（４）3D Tiles データを追加したもの 

https://（ユーザー名）.github.io/（リポジトリ名）/Apps/koto_3dtiles.html 

（５）KML データを追加したもの 

https://（ユーザー名）.github.io/（リポジトリ名）/Apps/koto_kml.html 

（６）3D Tiles データおよび KML データを追加したもの 

https://（ユーザー名）.github.io/（リポジトリ名）/Apps/koto.html 

『熊本県熊本市』 

（７）3D Tiles データを追加したもの 

https://（ユーザー名）.github.io/（リポジトリ名）/Apps/kumamoto_3dtiles.html 

（８）KML データを追加したもの 

https://（ユーザー名）.github.io/（リポジトリ名）/Apps/kumamoto_kml.html 

（９）3D Tiles データおよび KML データを追加したもの 

https://（ユーザー名）.github.io/（リポジトリ名）/Apps/kumamoto.html  



 

- 30 - 

 

下図は前頁（１）を閲覧したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ マウス操作で、画面の拡大や回転ができる事を確認します。 

 

 

④ 3D Tiles*2 のデータで表現されている建物が表示されていることを確認します。 

下図は（１）を表示させた後、マウス操作で『拡大』かつ『視点の角度を変更』したものです。 
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下図は（１）のベースマップを『Cesium World Terrain』に変更し、マウス操作で『拡大』かつ『視点

の角度を変更』したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以  

 

 

 

 

 

 

次頁に各サンプルデータ閲覧時の初期イメージを掲載します。 
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（２）KML データを追加したもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）3D Tiles データおよび KML データを追加したもの 
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『東京都江東区』 

（４）3D Tiles データを追加したもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）KML データを追加したもの 
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（６）3D Tiles データおよび KML データを追加したもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『熊本県熊本市』 

（７）3D Tiles データを追加したもの 
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以上で、GitHub を利用した Cesium の試用するための研修は終了となります。 

 

お疲れ様でした。 
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（２）『HelloWorld.html』の内容  

 

「html ファイル」の内容を変更するにあたり、基となるファイルが『HelloWorld.html』です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 補足３－２．HelloWorld.html の内容 

 

この『HelloWorld.html』の内容を変更することで、建物の色の設定やカメラの初期位置の設定などを変

えることができます。なお、本研修で利用した３都市の html ファイルも『HelloWorld.html』の内容を変

更して作成しています。 

 

この後の（３）では本研修で利用した３都市の html ファイルの中から、長野県茅野市の 3D Tiles デー

タを閲覧する html ファイルを利用し、“3D Tiles データの建物の色を変える”を例にして具体的な手順を説

明します。 
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⑦ ブラウザを起動し、アップロードした html を示す URL にアクセスします。 

 

［更新した chino_3dtiles2.html を閲覧する URL］ 

https://（ユーザー名）.github.io/（リポジトリ名）/Apps/chino_3dtiles2.html 

 

※Cesium に反映されるまで、数分～数十分の時間がかかります。 

 

下図は更新した chino_3dtiles2.html を閲覧したものです。 

建物の色が変わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラウザ上の Cesium の表現に関する設定の変更方法の説明は以上です。 
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【補足資料４】 サンプルデータの出典 

 

本研修で使用するサンプルデータの出典は下表の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 自治体名 項目 3D Tiles KML

内容
建物

（LOD1）

バス停留所

（バス停名）

出典 G空間情報センター 国土数値情報

リンク
https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plat

eau-20214-chino-shi-2020

https://n ftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTm

plt-P11.html

ベースマップ Terrainの『Cesium World Terrain』 を使用 Terrainの『Cesium World Terrain』 を使用

備考 － 地表からの立ち上げ

内容
建物

（LOD2）

用途地域

（用途種別、建ぺい率、容積率）

出典 G空間情報センター 国土数値情報

リンク
https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plat

eau-tokyo23ku-3dtiles-2020

https://n ftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTm

plt-A29-v2 1.html

ベースマップ Terrainの『Cesium World Terrain』 を使用 Terrainの『WGS84 Ellipsoid』を使用

備考 － 海抜からの立ち上げ

内容
建物

（LOD1）

将来人口推計

（2015年人口、2040年人口、2050年人口）

出典 G空間情報センター 国土数値情報

リンク
https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plat

eau-43100-kumamoto-shi-2020
https://n ftp.mlit.go.jp/ksj/index.html

ベースマップ Terrainの『Cesium World Terrain』 を使用 Terrainの『WGS84 Ellipsoid』を使用

備考 － 海抜からの立ち上げ

1 長野県茅野市

2 東京都江東区

3 熊本県熊本市


